
第１号様式（第11条、第13条、第14条関係）

事業者排出量削減計画書（新規・変更）

注１誠当する□には．レ印を記入してください。特定事業者以外で自主参加される事蒸者の方は、レ印の記入は不要です。
２「基準年渡ｊとは計画期11(1のIMI年旋を、「月擬年度」とは計画期110の最終年度をいいます。

３「事業所等|作出区分」とは京都府内の本業所等の本業活動のためのエネルギーの使用に伴い発生する温室効果ガスを、「輸送車両排出区分」とは自動車迩豊率業者について
は使用の本拠の位置を京都府内とする車両の排出する温室効果ガスを、鉄道噸嚢者については係有す濁貨物車両又は旅客車両の排出する週室効果ガスを、「その他排出区
分」とは上記以外の京都府内における事露所葬の事索活1ｌｂに伴い緊生する魁室効果ガスをいいます。

‘１「原単位当たりの温室効果ガス排出jH等」の「用途区分」には、○○工場、率fi5所などのﾉﾘl途を記入してください。「原単位の指標」には、分子の「二酸化炭素換算」の下
に分母となる指標（生産数辻、延べ床面積、走行lfi雛等）を記入してください。

５「特記事項」には、平成２年度（１９９０年度）を基準とした排111量の対比や省エネ製品１W1発など他者の温室効果ガス排出削減への貢献、グリーン調達の採凡】、特定フロン
などの条例婿定外の温室効果ガスの削減などを記二入してください。

住所（法人にあって
は゛主たる事務所の
所在地）

京都市下京区烏丸高迂東入高橋町６３０番地

氏名（法人にあって
は、名称及び代表者
の氏名）

株式会社ホテルプリンセス京都代表取締役社長田中健二

事業者の主たる
業種 ホテル業

該当する事業者
要件

Ｐ承棚付地球掴i唆化対競条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キ
ロリットル以上））

「京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以
上／タクシー150台以上／鉄道車両150両以上）

ｒ京都府地球温暖化対策条例施行規則第１
炭素に換算して3,000トン以上））

０条第４号骸当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化

計画期間 平成２１年４月～平成２４年３月

基本方針
平成２０年度を基準に、平成２３年度の温室効果ガス排出量を３．５％以上削減する。

推進体制
省エネルギー推進委員会を中心に、新たな削減計画の実行管理を実施する。

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得４三月日

年度ごとの具体
的な取組及び譜
置の計画

年 恋

平成２１年度

平成２２年度

平成２３年度

竪備一丸罎鍾．工程笠

ホテル全体

ホテル全体

ホテル全体

言、．Ⅷ内容

省敏力型轍球を導入する。高輝度誘導灯への度更を実施する。

省敏力型nh球を導入する。ｉＷｉ輝度誘導灯への変更を実施する。

照1,1器具のインバーター化、各ポンプ鯛のインバーター化を導入する。

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

ｃその他排出区分

排出合計

目標設定の考え方

基醜年度（実績）
(２０）年度
(二酸化瑛素換算）

目標年度（計画）
(２３）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(計画）

20579.4ｔ 20487.9ｔ －３．５％ 

ｔ ｔ ％ 

ｔ ｔ ％ 

＊１ 2,579.4ｔ ＊２ 2,487.9ｔ -3.5％ 

熱源機器の運鯨構理をきめ細かく行い、ムダな趣気・ガスの使用発生を抑え、｜且室効果ガス排出量をＨ１Ｉ減する。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

宿７白施設 二酸化炭素換算
廷床面積

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

原単位の指標及び計画数値設定の
考え方

基醗年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画）

０．１１８ t-Co2/ITf 0.114t-Co2/㎡ -3.4％ 

％ 

％ 

砥床面積を原単位に、３．５％以上の改善を目指す。

その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力又
は熱の供給

グリーン電力の鱗入

家庭における温室効果ガス排出量
の削減効果分の職入

削減量等合計

目標年度（計画）
】 ．又組量等 (二酸化炭素換算）

(縦傭面積） hａ (吸収愚） ｔ 

(利用塗） 1， １ (削減鼠〉 ｔ 

(禿愈孟） kwｈ (月ﾘ減量） ｔ 

(熱(化給2k） Ｇ 
巳

(１１１１減Bk） ｔ 

(臓入量） 10,000.0ｋＷｈ (１１ﾘ減麓） 5.6ｔ 

<購入魅） ｔ <削減低） ｔ 

、－－－－－－－－－－－￣ ＊３ ５．６ｔ 

差引排出量

(排出合計一削減等合計）

基蛾年度（実績）
＊１ 2.579.4ｔ 

目標年度（計画）
(▲2)-(と3） 2,482.3ｔ 

増減率（計画）

-3.8％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献括動

･地域の環境保全活動を進める為、街美化括勅に積極的参加を行う。
･ライトダウンキャンペーンに参力llする。

特記事項
･建物周辺を毎日、定期的に清掃活動を行う。
･環境保全に関する各種の講習・取り組み等に積極的に参加する。


